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　学校法人京都橘学園は、2027年に学園創立125周年を

迎えます。

　創立以来、人と社会に尽くす自立した人材の育成を掲げ、

時代に、社会に、人々の学ぶ意志に応える改革を重ね、大学・

大学院、中学校・高等学校、こども園に、約10,000 名の 

学生・生徒・園児が集い学ぶ総合学園へと成長してきました。

地域・企業の皆さまやご家族、卒業生の皆さまには、日頃

より本学園の教育研究活動への深いご理解と温かいご支援

を賜り、学園関係者一同たいへん勇気づけられております。

　本学園に心を寄せてくださる皆さまに深く感謝申し上げ

ます。

　京都橘大学は1967 年に文学部単科の女子大学として

開学。2005年の男女共学化、大学名の改称、京都の私立

大学として初の看護学部設置を皮切りに医療系学部を拡充

し、近畿地区最大級規模の医療系分野を有する総合大学と

なりました。2021年には AI 時代の社会の要請に応える

工学部、経済学部、経営学部を同時に開設、2023年には

現代社会に不可欠となるデータサイエンスの基礎を全員が

学ぶ総合心理学部が誕生するなど、文理横断の新たな学

びの環境を充実させて「総合知」を涵養しています。さら

に2024 年には IT 系人材の質と量を充実させるために大

学院情報学研究科を設置し、2026年にはAI 時代に求めら

れる情報スキルを持った人材と、医療健康と工学をつなぐ

人材を養成するために、デジタルメディア学部※、工学部

ロボティクス学科※、健康科学部臨床工学科※の新設を予定

しています。「自立・共生・臨床の知」の教学理念のもと、

予測困難な時代に学生が自信を持って選んだ道を歩めるよ

う、一人ひとりの成長を支援する教育に尽力しています。

　京都橘中学校・高等学校は、「自立・共生」を教育理念

に掲げ、継続的な教育充実・改革により確かな実績を確立

しています。難関大学への進学実績は飛躍的に向上し、ク

ラブ活動においても女子バレーボールや男子サッカー、陸

上競技、吹奏楽、太鼓などにおいて全国レベルの成果を生

み出しています。中でも、吹奏楽部はアメリカで開催され

るローズパレード2025への出場が決定。ローズパレード

への出場は今回が3度目で、日本初の快挙となります。生

徒たちのエネルギー溢れるパフォーマンスは世界に轟くと

ころです。

　たちばな大路こども園は、地域や自治体の皆さまから多

大なるご協力を賜り、開園7周年を迎えました。教育・保

育理念に掲げる「自立・共生」のもと、自然、あそび、仲間

を大切にした教育・保育でのさまざまな生活・経験を通し

て「生きる力」の土台をつくり、園児たちが心も体もしなや

かに逞しく成長するこども園として着実に前進しています。

　本学園は、2023 年度より新たな社会価値の創造をめざ

して、第３次マスタープラン（中期事業計画）を策定し、

さらなる改革を進めています。時代や社会が変化するから

こそ、本学園で培われる知と知の結合により、これまでに

ない価値を生み、自身や世界が変わるような新たな学びの

環境の創出に向け、「学びで世界を変える」を合言葉に構

成員一丸となって挑戦を続けていきます。また、学園と地

域社会が一体となるような産官学連携の教育研究や心身の

健康と人とのつながりを生みだす交流を通じて、地域全体

のWell-Being 実現へ貢献してまいります。

　これまで学校法人京都橘学園は、学生・生徒・園児、保

護者、教職員、近隣自治体や関係企業・団体の方々、数多

くの卒業生によって支えられ発展してきました。改めてご

支援に対し厚く御礼申し上げますとともに、引き続き本学

園に対する物心両面での格別のご指導とご支援を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。

2024年 9月

学校法人京都橘学園　理事長　片山 傳生

学校法人京都橘学園 理事長

片山 傳生
京都橘大学 学長

日比野 英子
京都橘中学校・高等学校 校長

安田 文彦
たちばな大路こども園 園長

河口 智津子

時代と共に、変化し、成長し続ける。
『学びで世界を変える』学園をめざして。

MESSAGE

※ 名称はいずれも仮称、2026年4月開設予定（設置計画中）。計画内容は予定であり変更することがあります。
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数字で見る京都橘学園（2024年5月1日現在）

TACHIBANA IN NUMBERS

83.3％

細胞検査士

（2024年3月卒業生）

100％ 100％

認定看護師
〈皮膚・排泄ケア分野〉

（2023年度）

［経済学部・経営学部※4］
診療情報管理士

（2024年2月受験者）

認定資格試験等合格率

京都橘中学校・高等学校

園児数

現役正規合格実績 ［救急救命学科］ 
公務員採用試験

合格実績

9
学部

15
学科

5
研究科

8,552名

252名 218名1,046名

109％95％ 92.3％

77.8％

100％ 100％100％

95.2％81.1％

公立幼稚園教諭・
保育士

看護師 臨床検査技師作業療法士

保健師 救急救命士 理学療法士助産師

公立小学校
教諭

97.9％

100％

92.3％94.3％

就職率

97.8％

●就職希望者数

1,047名※2

●就職者数

1,024名※3

※通信教育課程含む

在学生数

中学校生徒数 高等学校生徒数

（2024年3月卒業生）

国家試験合格率

就職率※1

（2024年3月卒業生）

教員採用試験・公務員採用試験合格率

進学率

（2024年5月時点）

文理多彩な総合大学へ

たちばな大路こども園

PICK
UP

学長が教育面で
評価する大学 全国19位1位京都府内 5関西� 位

実就職率

定員充足率

※�大学通信ONLINE「2024年実就職率ランキング」より
※�2023年度卒業生1000人以上の大学
※�実就職率（％）は、就職者数÷［卒業生（修了者）数-大学院進学者数］×100で算出

※近畿2府4県

関西私大では立命館大学、同志社大学に次ぐ3位。
大学ランキング2025（朝日新聞出版）より

保護者満足度

京都橘大学・大学院

助産師7年、保健師5年、救急救命士3年

連続合格率100%達成
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京都橘学園の基礎データ

京都橘大学 2024年度入試における学部別志願・合格状況

京都橘大学大学院
都道府県別在籍者数（学部生のみ）

海外提携大学

教員数

職員数

卒業生数合計（2024年3月／総数）

通信教育課程

京都橘大学・大学院

京都橘中学校・高等学校 たちばな大路こども園

12ヵ国・地域 46大学

※1　調査時点…2024/5/1
※2　�就職希望者の定義…民間企業もしくは公務員等の進路希望届を提出した者の数（進学、自営業、家事手伝い、留年、資格取得希

望者は含まず）
※3　�就職者（内定者）の定義…卒業時提出の進路登録票に正規職員と記入した者（常勤講師、１年以上の非常勤講師として採用された

者を含む）の数。進路登録票未提出者、契約期間１年未満の非常勤職員、非常勤講師、アルバイト、パート等の非正規は含みません。
※4　�経営学部生は一部の科目を随意科目（要卒単位外）として履修することになります。

※（　）は男子内数

学部 在籍者数
工学部 864名（637名）
文学部 1,013名（478名）
国際英語学部 462名（188名）
発達教育学部 586名（120名）
総合心理学部 197名（58名）
現代ビジネス学部 ※2020年度まで 22名（18名）
経済学部 1,003名（731名）
経営学部 1,089名（750名）
看護学部 398名（36名）
健康科学部 1,176名（512名）
計 6,810名（3,528名）

学部 志願者数 合格者数
工学部 ２，１６３名 910名
文学部 3,241名 1,614名
国際英語学部 1,097名 708名
発達教育学部 894名 429名
総合心理学部 １，７７６名 360名
経済学部 ２，３４３名 １，１３６名
経営学部 ２，２５０名 １，０１７名
看護学部 1,452名 365名
健康科学部 3,360名 1,067名
計 18,576名 7,606名

研究科 在籍者数
文学研究科 8名（5名）
現代ビジネス研究科 9名（5名）
文化政策学研究科 1名（1名）
情報学研究科 7名（5名）
看護学研究科 21名（3名）
健康科学研究科 62名（44名）
計 108名（63名）

北海道・東北 31名

関東 50 名

甲信越 72名

北陸 351名

東海 278名

近畿 5,246名

中国 333名

四国 256名

九州・沖縄 180 名

検定・その他 13 名

合計 6,810 名

教授 110名（87名）

准教授 42名（25名）

講師・助教 72名（44名）

助手 8名（2名）

専任職員 150名（79名）

臨時職員　 41名（5名）

26,695名

研究科 在籍者数
健康科学部心理学科 ※2022年度まで 1,227名（261名）
総合心理学部総合心理学科 407名（147名）

中学校 生徒数
1学年 101名（47名）
2学年 84名（38名）
3学年 67名（31名）
計 252名（116名）

高等学校 生徒数
1学年 345名（137名）
2学年 376名（148名）
3学年 325名（150名）
計 1,046名（435名）

園児数
1号認定 83名（42名）
2号認定 79名（33名）
3号認定 56名（22名）
計 218名（97名）

英語圏をはじめ、アジア
圏を含む国・地域の大
学と提携しています。

建物面積

土地面積

京都橘大学・大学院 京都橘中学校・高等学校 たちばな大路こども園

70,964㎡

105,409㎡

18,231㎡

36,479㎡

1,681㎡

3,044㎡
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京都橘学園のあゆみ

HISTORY

創立者 中森孟夫と京都橘学園

建学の精神

「力を実業教育に注ぎて、将来自営独立の実力を得しめん」

　京都橘大学と京都橘中学校・高等

学校の前身は「京都女子手藝学校」

（1902年設立）です。創立者である中

森孟夫は、青年時代、小学校で教鞭

をとる傍ら、村の青年を集めて夜学

を開き読み書きを教えました。この

経験の中で中森は若者への教育の大

切さに思い至りました。そして、17

歳で京都に遊学し、当時、近代化に

とって不可欠な知識だった簿記を教

える「泰西簿記学校」を23歳で設立

しました。その後、女性が経済的に

自立（自営独立）することの重要性を

認識し、「女子のための実業教育（技

芸教育）の学校」として刺繍や裁縫を

教える「京都女子手藝学校」を創設し

ました。同校は良妻賢母主義の女子

教育が中心だった当時にあって、珍

しく、同時に社会的に意義ある学校

でした。後に中森は同校を離れます

が、場所や校種は変えつつも生涯を

通して学校教育に力を注ぎました。

　中森孟夫は一貫して「変化の激し

い時代においてこそ、自営独立する

ためにも知識と技能を修得すること

が大事である」と考えました。また、

「学習者の自然と湧き出てくる要求に

応えることが私の使命である」とも

考え、生涯教育に情熱を注ぎ、多く

の学校設立に取り組みました。

　京都橘学園の建学の精神である

〈力を実業教育に注ぎて、将来自営独

立の実力を得しめん〉には、こうし

た中森の想いが端的に表れています。

　本学園の教育内容は中森の時代か

ら現代に至るまで大きな発展を遂げ

ました。しかし、「生徒学生に自立し

て生きる力を付けたい」という想い

は、今日まで変わることなく脈々と

引き継がれています。

1868（明治元）年
滋賀県蒲生郡（現・日野町）の農家に
生まれる。

1890（明治23）年
泰西簿記学校を設立。その後、京都
高等学院などを設立。

1902（明治35）年
京都橘学園の前身となる京都女子手
藝学校を京都市内に設立。

1909（明治42）年
同校校主辞任。

1913（大正２）年〜1919（大正８）年
ハワイ、ホノルルの日本人学校など
で教鞭をとる。

名称の由来

「橘」は日本固有の柑橘樹で、みずみ

ずしい常緑の葉と「ときじくのかくの

このみ」とも称される黄金の実はい

にしえより繁栄や長寿の象徴として

尊ばれています。前身の京都女子手

藝学校の所在地が京都御所の西に位

置していたことから、紫宸殿の前庭

に植えられている「左近の桜、右近

の橘」にちなんで名づけられました。

学園発祥の地

京都橘学園発祥の地は、現在の京

都市上京区中立売の京都ブライト

ンホテルのあるところです。京都女

子手藝学校が戦後に京都橘女子高

等学校（現・京都橘中学校・高等学

校）となり、1985年に京都市伏見

区桃山に移転。京都橘大学は1967

年開学より京都市山科区に位置し

ます。

【創立者】

中
なかもり

森 孟
た け お

夫（1868年〜1946年）

創立当時の京都女子手藝学校

O R I G I N

04



1902年 明治35年
●�中森孟夫により京都女子手藝学校として京都市上京区
に創立

1904年 明治37年
●�「女子大学設立予備」の目的をもって高等文学部を
開設

1908年 明治41年 ●�財団法人として文部大臣より認可
1910年 明治43年 ●�京都高等手藝女学校に改称
1948年 昭和23年 ●�新制高等学校として認可／校名：京都手藝高等学校

1951年 昭和26年
●�私立学校法制定により財団法人を学校法人京都たち
ばな女子学園に組織変更

1957年 昭和32年 ●�校名を京都橘女子高等学校に改称

1967年 昭和42年
●�学校法人京都橘女子学園に改称
●�京都市東山区（現山科区）に橘女子大学開学／
高田三郎が初代学長に就任

1974年 昭和49年 ●�新村猛が第２代学長に就任
1978年 昭和53年 ●�長廣敏雄が第３代学長に就任
1980年 昭和55年 ●�細野武男が第４代学長に就任
1985年 昭和60年 ●�伏見区桃山に高等学校を移転
1988年 昭和63年 ●�大学名を京都橘女子大学に改称

1989年
昭和64年
平成元年 ●�越智武臣が第５代学長に就任

1991年 平成３年 ●�文系大学進学コースを設置

1992年 平成４年
●�千地万造が第６代学長に就任
●�女性歴史文化研究所開設
●�外国語教育研究センター開設

1993年 平成５年 ●�「清心館」完成
1994年 平成６年 ●�大学院歴史学専攻設置

1995年 平成７年
●�門脇禎二が第７代学長に就任
●総合進学（A）コース、特別進学（B）コースに改編

1996年 平成８年
●�大学院文学文化専攻設置
●国際教育（C）コース設置

1997年 平成９年
●�文化財学科設置
●�「清史館」完成

1999年 平成11年 ●�大学院歴史学専攻（博士後期課程）設置

2000年 平成12年

●�大南正瑛が第８代学長に就任
●�文化政策研究センター開設
●特別進学（B）コースの男女共学化
●校名を京都橘高等学校に改称
●木内正廣が校長に就任

2001年 平成13年
●�文化政策学部設置
●�「清風館」完成
●�リエゾンオフィス設置

2002年 平成14年 ●学園創立100周年、大学開学35周年

2003年 平成15年

●山岸永一が理事長に就任
●�大学院文化政策学研究科（博士前期・後期課程）設置
●�全コース男女共学化
●�国際教育（C）コース、全員１年留学プログラム実施

2004年 平成16年 ●�田端泰子が第９代学長に就任

2005年 平成17年

●学園名を京都橘学園に改称
●�大学名を京都橘大学に改称
●�男女共学化
●�看護学部設置
●�文化政策学部に現代マネジメント学科設置
●�看護実践異文化国際研究センター開設
●�言語教育センター開設
●�「清優館」「清香館」完成

2006年 平成18年 ●�看護教育研修センター開設

2007年 平成19年

●梅本裕が理事長に就任
●�文学部に児童教育学科設置
●「児優館」完成
●�教育保育支援センター開設
●�認定看護師教育課程（WOC看護分野）開講

2008年 平成20年

●�現代ビジネス学部設置（文化政策学部を名称変更）
●�現代ビジネス学部に都市環境デザイン学科設置（文化
政策学科を改組）
●�大学院看護学研究科設置
●�「クラブハウス」「クリスタルカフェ」完成

2009年 平成21年
●�教職保育職支援室開設
●�総合進学（A）・英数特進（B）・国公立特進（S）の３コー
スに再編

2010年 平成22年

●�青木圭介が第10代学長に就任
●�人間発達学部設置
●�稲吉陽作が校長に就任
●�伏見区桃山（高校敷地内）に京都橘中学校 国公立大学
進学中高一貫（V）コース開校

2011年 平成23年 ●�総合教育センター開設

2012年 平成24年

●学園創立110周年、大学開学45周年
●�健康科学部設置
●�健康科学部心理学科に通信教育課程設置
●�文学部に歴史遺産学科設置（文化財学科を名称変更）
●�総合学術推進機構開設
●�「優心館」「中央体育館」完成

2013年 平成25年
●�細川涼一が第11代学長に就任
●�心理臨床センター開設

2014年 平成26年
●�大学院看護学研究科に博士後期課程設置
●�三輪欣之が校長に就任

2015年 平成27年
●�現代ビジネス学部に経営学科設置（現代マネジメント
学科を改組）
●�学生コミュニティ施設・研究室棟「響友館」完成

2016年 平成28年

●�健康科学部に救急救命学科設置
●�大学院健康科学研究科設置
●�理学療法教育研修センター開設
●�国公立大学進学中高一貫（V）・国公立特進（S）・特別
進学（E）・総合進学（A）の４コースに再編

2017年 平成29年

●�学園創立115周年、大学開学50周年
●�国際英語学部、発達教育学部設置（人間発達学部を改組）
●�大学院文学研究科歴史文化専攻設置（２専攻を改組）
●�大学院現代ビジネス研究科設置（文化政策学研究科
博士前期課程を改組）

2018年 平成30年

●�健康科学部に作業療法学科・臨床検査学科設置
●�新教室棟「啓成館」完成
●�幼保連携型認定こども園 たちばな大路こども園開設／
奥羽恵子が園長に就任

2019年
平成31年
令和元年

●�大学院現代ビジネス研究科に博士後期課程設置
●�日比野英子が第12代学長に就任
●�生命健康科学研究センター開設
●�難波和子が園長に就任

2020年 令和２年 ●�安田文彦が校長に就任

2021年 令和３年

●�経済学部経済学科設置
●�経営学部経営学科設置
●�工学部情報工学科設置
●�工学部建築デザイン学科設置
●�大学院健康科学研究科に博士後期課程設置
●�新教室棟「アカデミックリンクス」完成
●�新教室棟「mican」完成

2022年 令和４年
●学園創立120周年、大学開学55周年
●「KYOTO TACHIBANA スタジアム」完成

2023年 令和５年

●片山傳生が理事長に就任
●�総合心理学部総合心理学科設置
●�教職保育職支援センター開設
●�情報学教育研究センター開設
●�選抜類型、総合類型の２類型に再編
●�河口智津子が園長に就任

2024年 令和６年
●�大学院情報学研究科情報学専攻設置
●�「iCS研究デザインスタジオ」「図書館書庫棟」完成

●：学園　●：大学　●：中学校・高等学校　●：こども園
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工学系研究科を基軸に 
AI時代の社会課題へ挑む 

情報学の高度化に向けて、工学系研究科を
新設し、AI・IT分野の専門家を育成します。
さらに情報系教育研究センターを設置し、
社会人を対象に情報学と他分野を横断した
実践的な教育プログラムを展開し、AI時代
における社会課題の解決をめざします。

社会へ開かれた 
新たな教育保育の提案

「たちばな教養学校�Ukon」の開講や全学的
な教養教育の改革、図書館のリニューアル
など、学びの質的転換に取り組みます。ま
た、リカレント教育やエクステンション教
育を拡充し、より広く本学園の教育を社会
に届けることをめざします。

メディア/アート・通信教
育を起点とした新たな教育
展開と地域創造へ

メタバースやeスポーツ、デジタルアート
などへの注目が集まる中で、デジタルアー
ト・メディア分野におけるクリエイターや
エンジニアを育成するデジタルメディア学
部※を新設します。さらに同学科では通信
教育課程を設け、社会人向けの教育と地域
社会への展開をめざします。

世界と協働できる 
人材を育成

海外大学との多角的な連携を実現し、多様
な留学生との交流を生み出せるように国際
化をめざします。通信教育も活用しながら、
学生のグローバルな感覚を培い、海外を舞
台に活躍できる素養を育みます。

人々の健康促進・ 
地域社会医療充実に貢献 

工学・医療の学び充実に向けて、ロボティ
クス学科※、臨床工学科※を新設します。工
学系、看護・医療系の学部間連携を強化し、
各分野からIT技術を活用できる技術者・専
門家を育成します。さらに、スポーツ分野
の充実や健康医療施設の検討など、地域社
会への展開にも取り組みます。

成長し続ける
組織の構築・文化の醸成

改革推進のために、学校法人としての基盤
強化に向けてガバナンス体制強化に取り組
みます。また、変化し続けていける組織文化
を大切にして、人材育成、業務のDX化など
を推進。学園構成員が教育研究活動を通し
て新しい文化を生み出す土壌をつくります。
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本学園では、予測困難な時代において学園の羅針盤となるマスタープランを策定し、全構成員が一丸となって取り組

んでいます。2023年からスタートした〈第３次マスタープラン〉では、社会が凄まじいスピードで複雑に変化するな

か、既成概念に捉われない、時代に先駆けた改革を実行し「学びで世界を変える」ことをめざします。

「よりよい学びや経験を提供し、学生・生徒・園児等が触れる世界を変える」

「これまでにない新たな価値を創造し、人々が住む世界をより良く変える」

社会価値創造の方向性
第３次マスタープランでは、以下の３つの方向性で新しい社会価値の創造をめざします。

MASTER PLAN 2027
京都橘学園中期重点計画
※計画内容はすべて予定であり変更することがあります

マスタープラン
特設サイト

社会とつながり、未来をつくる ―新たな価値創造への歩み―

「よりよい学びや経験を提供し、学生・生徒・園児等が触れる世界を変える」

「これまでにない新たな価値を創造し、人々が住む世界をより良く変える」

情報学教育の充実 /
総合知の涵養 医工連携強化 教育創造

文系理系の垣根を越えた教育研究や通信・
メディア教育の充実を通して、より多くの人々
に良質な教育を届ける。

学園の強みである医療と工学を発展させ、
地域社会の健康増進やより良い医療の提供に
貢献する。

前例に捉われないアプローチで、教育環境・
内容・方法の転換に取り組み、社会に新たな
学びの形を示す。

学びで世界を変える ―京都橘学園が創る新しい社会価値―

MASTER PLAN

※�名称はいずれも仮称、2026年4月開設予定（設置計画中）。計画内容は予定であり変更することがあります。

06



K
Y

O
T

O
 T

A
C

H
IB

A
N

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y

本学での学びが多角的に物事を検討し、判断し、決定できる「自立」の力を育み、世界中のさまざまな

文化や経済の仕組みをもつ人々と理解しあえる「共生」の姿勢を身につけ、学内外のフィールドで学ん

だ成果を社会へ還元する「臨床の知」へつなげることを目標にしています。

京都橘大学�学部・学科 京都橘大学�大学院�研究科

教学理念「自立・共生・臨床の知」

デジタルメディア学部（仮称）※

世界的に評価される、日本のゲームや
アニメーション等のメディアコンテン
ツの制作技術および、CG、音響処理、
AIなどの確かな技術を備え、次世代の
コンテンツやシステムを創造できる
クリエイターやITエンジニアを育成。

工学部
ロボティクス学科（仮称）※

世界有数のロボット生産国である日本
の産業支えるべく、機械工学、電気電
子工学、計測・制御工学、情報工学や
先端的AI分野の知識・技術を身につけ、
機械・ロボット・情報産業を始めとし
た幅広い分野で活躍できる人材を育成。

健康科学部
臨床工学科（仮称）※

少子高齢化や医療人材不足など、課題を
多く抱える国内の医療現場を「医療×工
学」の力で支えるべく、医療に加え、AI・
ICT分野の知識・技術を体系的に身につ
けた、次世代の臨床工学技士やメディカ
ルエンジニアを育成。

工学部 情報工学科／建築デザイン学科

文学部 日本語日本文学科／歴史学科／歴史遺産学科

国際英語学部 国際英語学科

発達教育学部 児童教育学科

総合心理学部 総合心理学科

経済学部 経済学科

経営学部 経営学科

看護学部 看護学科

健康科学部 理学療法学科／作業療法学科／救急救命学科／臨床検査学科

文学研究科

現代ビジネス研究科

情報学研究科

看護学研究科

健康科学研究科

※�名称はいずれも仮称、2026年4月開設予定（設置計画中）。計画内容は予定であり変更することがあります。

京都橘大学の教育

EDUCATION

2026年4月、10学部18学科を擁する1拠点総合大学へ※

経営学部 経営学科
スポーツ経営学専攻

近年、スポーツが社会にもたらす効果への関心が高まり、ス
ポーツビジネスの拡大が期待される中、本専攻では新たなビ
ジネスを創出できる人材の育成をめざします。スポーツマネ
ジメント系科目ではスポーツに関わる組織運営や管理などを
重点的に学び、プロスポーツチームや企業とのフィールドワー
クを通して実践的な課題解決力を習得。さらに、経済学部や
経営学部、工学部とのクロスオーバー科目を通じ、多様な価
値観や広い視野を育む教育環境を提供します。

文学部 日本語日本文学科
国際日本文化コース

日本のサブカルチャーは世界中で愛されている一方、国内で
は批評や分析の分野が未成熟で人材不足が課題です。本コー
スでは、シナリオライターなどとして活躍できる人材を育成。
日本の伝統文化やアニメ、マンガを題材に、批評と創作の両
面から理解力と発信力を養います。また、日本と海外の表現
や市場を比較し、グローバルな分析力を習得。さらに、プロ
グラミング技術を学ぶことで創作技術を高め、クロスオーバー
教育を通じて、多様な視野を育みます。

2025年4月、文学部と経営学部がさらに進化

社会ニーズに対応した新たな学びを推進NEW!

「学びで世界を変える」情報・AI・医療の教育研究拠点NEW!
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クロスオーバー教育で 
文理横断の「総合知」を育む

工学、人文、国際、教育、社会、看護医療系といった文理多
彩な９学部15学科が１キャンパスに集結。学部の垣根を超え
た交流と学びにより、幅広い考え方や価値観を育みます。

BYOD（Bring Your Own Device）と 
AIデータサイエンス教育を 
全学的に推進

2022年度より、数理・データサイエンス・AIの知識・能力を身
につける「たちばなAI・データサイエンスプログラム」を実施し
ています。また、個人のノートパソコンを持参して学ぶBYOD
を推進し自律的に学ぶ力の養成と、高度情報化社会に対応でき
る力を育みます。

産学公連携による 
実践的な学びを展開

企業や自治体と連携したPBL（課題解決型学習）科目を多数開
講しています。また、豊富な産学公連携科目を整え、早期か
ら社会と連動した学びを展開します。

伝統の少人数教育に
よるきめ細かな指導

学生１人ひとりとしっかり向きあえるよう、
学生数6,810名に対し224名の専任教員
が在席（2024年5月1日現在）。専任教員
１人当たりの学生数は約30名で、ゼミで
は徹底した少人数指導を行っています。

新たな学びの展開

通信教育課程との連携によりICT教育を先進的に
取り入れ、通信教育と通学による学びの往還で新
たな学び方を展開していきます。新しい社会価値
の創造にむけて、教学改革、研究の高度化、地域・
社会連携、キャンパスの国際化など更なる改革を
進めます。
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京都橘大学の教育の特長

●�他学部の科目から自身の学びに活かせるクロスオーバー科目
を履修し専門性+αの力を身につけます

●�複数学科合同で取り組む課題解決型プロジェクトで文系理系
にとらわれない思考力と課題解決力を育みます

●�教員１人あたりの学生
数約30名

●�クラスアドバイザー制
により４年間通じてき
め細かな指導体制

●�クラス担当と就職進路
課との連携によるキャ
リアサポートも

●��ITリテラシーやデータサイエンスなど、学年や習熟度に応じて文理
問わず学生が主体的に学べるプログラム

●�プログラミングスキル、社会におけるデータやAIの利活用方法など
実社会に活かせる力を育みます

●�文部科学省の「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム認定制度（リテラシー
レベル）」に認定（認定期限：令和10年
３月31日まで）

●�企業や自治体の具体的な課題について、事業所担当者とともに
考えるPBL科目を多数開講

●�国内外問わず就業体験を伴う豊富なキャリア教育を実施

●�１回生から段階的にキャリア教育科目を配置し、自律的に自身
のキャリアを描く力を育みます

04

京都橘大学の教育・サポート

EDUCATION and SUPPORT

共通教育ページ新たな共通教育は、京都橘大学で基盤を学ぶ「たちば
なSeeds」科目群に加え、「教養教育」「多文化交流」「キャ
リア形成」「スポーツ・健康」の5つの科目群を配置。
教学理念〈自立〉〈共生〉〈臨床の知〉に対応する能力を身
につけ、自身および社会が直面する課題を他者とのか
かわりの中で解決し、自らの力で人生を切り拓く人材
を育成します。

2025年4月、京都橘大学の共通教育が新しくなります。
NEW!
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キャリア教育と進路・就職サポート

就職支援プログラム

奨学金制度

● �本学独自の奨学金制度（S特待生制度、特待生制度、たちばな超AI時
代特待生制度、共通テスト受験奨励奨学金、つながるたちばな修学支
援給付奨学金、経済援助給付奨学金、留学先授業料支援制度など）

● �協定に基づく奨学金制度（京都第二赤十字病院特別奨学金）
● �公的奨学金制度（高等教育の修学支援新制度、日本学生支援機構貸与
奨学金、病院貸与奨学金など）

多彩な奨学金制度で学びをサポートしています。

学生一人ひとりを個別に支援するとともに、業界・企業

との多彩な接点を用意しています。また、父母（家庭）と

の連携体制や、就職決定者から低回生へのフォローな

ど、就職活動生を大学全体でバックアップしています。

変化に対応できる力を育み、未来を創造する人材を。

「越境力」と「未来構想力」の
往還によるキャリア教育

１回生前期からはじまるキャリアデザイン科目、オン
キャンパスや国内外での就業体験を伴う産学公連携
科目を段階的に受講し「越境力」と「未来構想力」を
育みます。２つの力の往還により、自律的にキャリア
を描く力を身につけ卒業後のキャリアにつなげます。
※�2025年4月から、共通教育カリキュラムの改定により「キャリア形
成科目群」として展開

就職協定・連携を結んでいる自治体【25道・府・県 1市】

本学では、毎年春の父母の会総会や、夏の
地区別懇談会の場で「就職懇談会」を開催
しています。

公務員になりたい！を�  
公務員試験支援センターと協力しバックアップ
1回生から4回生までを段階的にトータルサポート！
本学主催の学内講座で便利。格安で受講可能！

公務員試験をめざす学生を応援するため「公務員試験支援センター」を開設
しています。難関な公務員試験合格に向けて学習相談や公務員試験情報の提
供など、専門スタッフによる徹底したサポートを行っています。

教職保育職支援センターで�  
教職・保育職をめざす学生をサポート
教職保育職支援センターでは、幼稚園・小学校・中学校・高等学校の教員や
養護教諭、保育士をめざす在学生および、卒業生を支援するために、教育行
政や教育現場で豊かな経験をもつ専門教員が進路相談や学生支援を行ってい
ます。

キャリア教育の特徴

大学と父母が連携して総合的に支援

社会や自らの変化を楽しみながら、新しい時代に挑ん

でいける学生を育成するべく、これからの社会を生き

抜くために必要となる能力や態度を、カリキュラム全

体で涵養します。

キャリアページ

地方自治体と連携、U・I ターン就職支援を強化
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響友館1Fが最先端も詰まった�  
新たな憩いの場にリニューアル！�  
無人決済システム導入のコンビニ併設！
�
2024年春、響友館１階に木のぬくもりを感じる明るいラウンジが

誕生しました。ラウンジには西日本初の無人決済システムを導入し

たファミリーマートや生協ショップが併設されています。

今回は空間デザインの企業で活躍する卒業生が携わりました。

京都橘大学のキャンパス・施設・設備

CAMPUS

最先端技術に支えられた教育研究棟

2026年に�  
新棟ACADEMIC TERRACE（仮称）※1完成！
�
2026年に新棟「ACADEMIC TERRACE（仮称）」が完成予定。

デジタルメディア学部※2やロボティクス学科※2、臨床工学科※2�

などの教育設備を設置し、食堂や各層ごとには緑化した半屋外・

屋外のテラス空間を連続させたコモンズを配置。

多様な学生が集い、ITやAI技術を駆使して新た

な出会いとイノベーションが生まれる場となります。
※1 新棟の計画内容は予定であり変更することがあります。
※2 �名称はいずれも仮称、2026年4月開設予定（設置計画中）。

計画内容は予定であり変更することがあります。

2024年秋
図書館が開学以来初の大規模リニューアル！
�
学びの多様化により、図書館にも多様性が求められる時代の中で、

「ACADEMIC ROOTS」を新コンセプトに掲げ、学生たちが物事の

根源を深め、好奇心がかきたてられる場を提供します。フロア別

に「アクティブ」「リラックス」「クワイエット」のゾーンを設け、多

様な学修スタイルに最適化した空間を実現。気軽に、自由に、過

ごしやすい、知を育む学習・交流拠点となることをめざします。

快適に過ごし、新しい出会い
が生まれる、学生たちのため
にデザインされた空間になっ
ています。

卒業生インタビューは
TACHIBANA DISCOVERY

で公開中

Special PAGE
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京都橘大学の課外活動

CLUB and CIRCLE

2024年度は、体育系・文化系あわせて61のクラブ・

サークル団体があり、多くの学生が所属していま

す。スポーツを通した人間形成や世代を超えたス

ポーツ文化の涵養とwell-beingの形成と発展を追

求することをスポーツ振興の目標としています。

5つの強化クラブについては、高校時代�に優れた実績をおさめた人を対象にした学校推薦�型選抜［特技推薦・スポーツ文化部門］

を実施しています。

体育系 文化系

CLCLUB&&CIRCLELETACHIBANA
TACHIBANA

公式サイト
にて公開中

今後強化クラブへの指定を見据えて活動しているチャレンジクラブ。公募制によ

り現在は3X3部と京炎そでふれ！部が活動しています。

強化クラブ

チャレンジクラブ

29団体 32団体

サッカー部 関西学生サッカーリーグ1部昇格
2024年度から関西学生サッカーリーグ1部に初挑戦しています。
開幕戦から第6節まで未勝利と苦しい状況でしたが、5月26日の
第7節同志社大学戦にて初勝利（スコア3-1）、第10節立命館大
学戦で2勝目（スコア3-2）をあげました。引き続き1部で戦い続
けられるチームをめざして、勝利をめざします。

T O P I C S 01
ビーチバレーボール部門が創部2年目で日本一
石原泉（経営・4回生）・久岡千夏（経済・2回生）ペア
が「ビーチバレーボールNEXT2024�第6回�全日本
ビーチバレーボールU-23男女選抜優勝大会」で優勝。
2023年4月に創部し、着実に戦績を積み上げ、2024
年度初出場にして、23歳以下で日本一に輝きました。

T O P I C S 02

●�3×3部

●�女子バレーボール部

● 女子ビーチバレーボール部門

●�京炎そでふれ！部

●�サッカー部

●�弓道部

●�吹奏楽部

●�陸上競技部（女子短距離部門）

クラブ・サークル紹介
デジタルパンフレット

※��団体数は�
2024年9月時点

©JVA�BEACH
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京都橘大学の研究推進

RESEARCH PROMOTION

1967年の開学から今日に至るまで、研究のグローバル展開や産

学官連携活動を推進する一方で、大学院の充実やリエゾンオフィ

スの設置など研究推進と支援のための組織づくりも強化してき

ました。また、研究推進組織として総合学術推進機構を設置し、

そのもとに3つの研究所・研究センターを設置するとともに、本

学の教学理念や学問・研究分野の特徴を活かして設定した４つ

の重点研究分野それぞれに分野横断的な探索を行う研究ユニッ

トを置き、研究者の知的好奇心・探究心を大切に、既存の学問

の枠に留まらない独創的かつ先端的な研究が生みだされる自由

闊達な環境を整備し、学際的な研究へと発展させています。

【研究組織体制図】

京都橘大学

総合学術推進機構

女性歴史
文化研究所

生命健康
科学研究
センター

情報学
教育研究
センター

研究
ユニット

女性史を中心に据えた西日本初の研究機関として1992年に開
設。女性の歴史・文化に関する総合的研究を行い、両性の視点
から解明するとともに人類の文化の発展に寄与することを目的
としています。
また、「女性」という視点から歴史を見つめ直すことで、歴史の
空白部分を埋め、歴史学全体に深みと広がりをもたせることも
大きな使命としています。2024年現在は第14プロジェクト「女
性を取り巻く環境Ⅰ」に取り組み、以下の2テーマの研究がす
すめられています。

情報学教育研究センターは、企業および研究機関等との連携
を通じて情報学に関する先進的な研究成果を創出・社会還元
するとともに、学内外への情報学教育の実施等により、情報
化社会のさらなる発展に貢献することを目的として2023年に
開設しました。
その目的のひとつである“学内外への情報学教育の実施”の一
環として、11科目（各科目10回×55分）で構成される『情報
学リスキリング講座』（文部科学省「成長分野における即戦力人
材輩出に向けたリカレント教育推進事業」に採択）を開発し、
オンデマンド教材として広く社会に提供しています。（15ペー
ジ参照）

生命健康科学研究センターは、京都橘大学における健康科学に
関する先進的な共同研究の推進および臨床検査学、細胞診断学
の教育研究に資する事業の展開を目的として2019年に開設し
ました。2024年現在、以下の6テーマの研究がすすめられて
います。

女性歴史文化研究所

情報学教育研究センター

生命健康科学研究センター

● �ジェンダーの構造を考える� �
―本学学生に見る専門職能意識とジェンダーの萌芽―

● �歴史学からみる共同体と女性

● �子宮体癌幹細胞の形態学的・分子生物学的解析とその除去法
● �子宮頸がん検診のためのAIによる3Ｄ細胞画像診断装置の開発
● �iPS細胞由来未分化細胞除去法の確立
● �慢性疼痛（特に神経因性疼痛）を軽減する治療薬の研究� �
〜新規疼痛抑制物質の探索〜

● �老齢ラットと若齢ラットにおける鎮痛薬の効果の比較� �
〜慢性疼痛診断に有用な新規臨床検査法の開発〜

● �炎症性腸疾患の病態把握に有用な新規バイオマーカーの樹立

研究所・研究センター

T O P I C S

iCS研究デザインスタジオ
企業や大学等の研究者が共同研究に取り組み、社会課題の解
決を図るiCSスタジオ、センサーやAIを活用した社会実装実験、
知財等の専門人材による研究支援スペースとして活用するiCS
オープンラボ、社会実装研究を構想中の関係者が交流し課題探
索を行うコモンズ等を備えた情報学教育研究センターの拠点。
文部科学省「地域中核・特色
ある研究大学の連携による産
学官連携・共同研究の施設整
備事業」により2024年3月
竣工。

01—研究組織
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本学の教学理念や学問・研究分野の特徴を活かし、2023年度から４つの重点研究分野を設定しています。それぞれの重点研究分野のも
とには専門分野が異なる本学研究者が集い、これまでにない研究の立ち上げに資する分野横断的な視点からの研究シーズの探索を行う
研究ユニットを設置しています。2024年現在では8つの研究ユニットが活動を展開しており、各重点研究分野における中心的存在とな
る学際的な研究の推進が期待されています。

科研費は、人文学、社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、
基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づ
く研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的研究費」です。

2023年度採択件数（京都府内4年制大学）

科学研究費助成事業（科研費） 外部からの研究資金

研究ユニット

02—研究費

医療と情報技術・データサイエンス
超高齢社会にある日本において健康寿命を延伸し活力ある社会の創出を
めざし、情報技術・データサイエンスを活用した医療システムやそれを
支える技術、さらにそうした技術や医療システムを社会の中で活用する
ためのビジネスモデルや公共政策のあり方を対象とする研究領域です。

こころとからだ
こころとからだの関係は未だ十分な解明がなされていない領域ですが、
この領域に心理学、生命健康科学を中心にアプローチする研究領域で
す。その研究成果は、医療や教育だけでなく行動経済学や工学の領域
などへの応用も期待されます。

持続可能な共生社会 ～京都再生を中心として～
SDGsが注目されているように、持続可能な社会を実現していくことは
人類共通の課題です。このような持続可能な共生社会について、とく
に京都に焦点をあてて、人文科学、社会科学、自然科学のあらゆる領
域から総合的にアプローチする研究領域です。

女性の歴史を学び、女性の未来を考える
これまで女性歴史文化研究所ですすめられてきた研究をベースに、さ
まざまな学部の教員で「女性の歴史を学び、女性の未来を考える」研究
を推進することで、社会のジェンダー平等につながる本学らしい取り
組みの推進が期待される研究領域です。

医療と情報技術・データサイエンス

こころとからだ

持続可能な共生社会 ～京都再生を中心として～

女性の歴史を学び、女性の未来を考える

研究シーズ集
教員

プロフィール

▶ 教員プロフィールと研究シーズ集
本学に在籍する教員の研究業績等がわかる「教員

プロフィール」と、それぞれの教員が現在取り組

んでいる研究テーマ等を解説する「研究シーズ集」。

いずれも本学のホームページにて公開しています。

01

03

02

04

本学における科研費採択状況

奨学寄附金・受託研究・学外共同研究等の受入れ・獲得状況

省庁など公的機関の委託研究事業等への採択状況

大学名 採択件数※

1 京都大学 2,933� (40.9%)

2 立命館大学 664� (27.1%)

3 同志社大学 372� (33.7%)

4 京都府立医科大学 312� (31.9%)

5 京都産業大学 140� (26.8%)

大学名 採択件数※

6 京都工芸繊維大学 132� (24.6%)

7 龍谷大学 126� (32.2%)

8 京都府立大学 75� (26.3%)

9 京都橘大学 64 (35.1%)

10 佛教大学 62� (27.9%)

※�採択件数は新規+継続　※（　）は2023年度の新規採択率　※�上位30大学を掲載

日本学術振興会�公表資料より

※�財団法人・民間企業等からの研究助成金、企業等との共同研究費・受託研究費、研究の奨
励を目的とした企業や個人からの寄附金（奨学寄附金）を合計しています。

※�国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）CREST・OPERA・SICORP、文部科学省�Society�
5.0�実現化研究拠点支援事業、厚生労働省科研費等の採択額を合計しています。
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11�京都先端科学大学� 59

12�京都薬科大学� 48

13�京都教育大学� 44

13�同志社女子大学� 44

15�京都女子大学� 43

16�大谷大学� 25

17�京都市立芸術大学� 24

18�京都外国語大学� 22

19�京都光華女子大学� 18

20�京都芸術大学� 14

21�福知山公立大学� 13

22�京都ノートルダム女子大学� 12

22�京都文教大学� 12

24�花園大学� 11

25�京都精華大学� 10

26�明治国際医療大学� 7

27�京都医療科学大学� 5

27�京都美術工芸大学� 5

29�平安女学院大学� 4

30�京都看護大学� 3
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自由テーマ型（2023年度実績） テーマ設定型（2023年度実績）

京都橘大学の社会連携活動

SOCIAL COLLABORATION

教学理念である「臨床の知」を「臨床＝現場＝地域」と位置づけ、地域から学び、地域と共生する教育研究や社会連携活

動を推進しています。大学と地域をつなぐ窓口として「地域連携センター」を設置し、ニーズに応じた活動支援体制の

構築や、活動成果の発表・発信、自治体や外部諸関係機関・団体との連携を推進しています。

学まちチャレンジ！プロジェクト

学生団体「まちづくり研究会」 たちばなサイエンスデー

たちばなこども食堂 醍醐中山団地での地域連携活動

京都・山科地域活性化の活動を
おこなう学生団体。現在は、約
30名の学生が所属しており、「陶
灯路」（京焼・清水焼の陶器にろ
うそくの火を灯しライトアップ
するイベント）や地域のこども食
堂活動の支援などさまざまな地
域連携・貢献活動を実施してい
ます。

「大学の研究にふれてみよう」を
テーマに、各学科や学生団体が
ブースを設置し、小学１年生か
ら6年生を対象に趣向を凝らし
た内容でさまざまな体験やもの
づくりを実施します。2021年
度から開催し、毎回200人以上
の児童が参加する地域に根付い
たイベントとなっています。

世代や立場を超えたコミュニティ
創出を目的に、2022年度から実
施している取り組みです。食事の
提供だけでなく学生団体による体
験イベントも同時に開催していま
す。山科地域のこども食堂や山科
青少年活動センターと協力し、参
加者に山科地域のこども食堂を紹
介する活動もおこなっています。

地域連携センター分室
京都市から醍醐中山団地の棟の
１階部分を借り受け、「地域連携
センター分室」を開設し、ここを
拠点として、学生や教職員が団
地内の高齢者支援や子育て世帯
との交流活動を実施しています。

学まちチャレンジ！プロジェクトは、2020年度から2023年度まで、京都市「学まち連携大学」促進事業に採択された本学の取り組
みの一つとして、学生から応募される主体的な地域連携活動に対し助成を行ってきました。
「学まち連携大学」促進事業の終了後も、本プロジェクトを継続して実施することで本学学生の地域社会における多様な学びを支援し、
自主性・企画力・課題解決能力などを培い、その活動をもって、地域貢献や大学活性化、学生文化の向上につなげています。

01 �楽しくしっかり学ぼう!! ～地域に根づく書道～（活動団体：OSJ橘）
02 �エコバッグDEエシカル古本市（活動団体：えしかるず橘）
03 �山科図書館を盛り上げようプロジェクト☆（活動団体：図書館情報学研究会）
04 �プロジェクト救～あなたの一瞬の勇気が誰かの一生に～�  
（活動団体：救急救命サークルTURF）

05 �京焼・清水焼を活用した地域活性化（活動団体：まちづくり研究会）

01 �山科区の地域防災について考える（連携先：山科区役所）
02 �地域住民の交流を目的とした健康イベントの実施�  
（連携先：コミュニティ・バンク京信山科支店）

03 �子育て世代が集まる仕組み作り�  
（連携先：醍醐いきいき市民活動センター）

※�2024年度は自由テーマ型6団体、テーマ設定型3団体が活動。
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2024年度開講の講座
●��たちばな�みんな得する！保育・教育まなび
デー2024

●��高めよう実践力！看護職のストレス・マネジ
メント�〜ダイバーシティに焦点を当てて〜
� など

たちばな教養学校 Ukon

情報学リスキリング講座 リカレント講座

2023年春「生きる」をもっと深く味わうための新しい学び
のプロジェクト「たちばな教養学校�Ukon」が開講しました。
学頭に河野通和氏（編集者・読書案内人・本学客員教授）
をお迎えし、自然や生命のなりたち、社会のあり方、私た
ちの生き方を問いながら、「ともに学ぶ」を通して、自他の
関係を見直し、〈ケア〉の精神に生かされた寛容な社会を
めざします。

AIの発展とそれらを駆使したDX（デジタルトラン
スフォーメーション）が注目される現代社会。メー
ル、プレゼンテーション等のソフトウェアが使え
るだけでは先端的な情報技術の活用やDXの推進
を十分に検討することはできません。これから
の情報化社会をリードするには情報学の体系的
な学習が不可欠です。情報学教育の一環として、
11科目で構成される講座を提供しています。

社会人を対象に大学の専門分野である看護医
療や保育教育などの講座を展開しています。

大学で取り組んでいる教育・研究成果を公開し、生涯教育の場を提供することを目的として、

各種の公開講演会などを実施しています。

情報学
リスキリング講座
申込サイト

たちばな教養学校
Ukon特設サイト

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

エクステンション講座生涯学習

【自治体】
●京都市
●京都市山科区
●京都府与謝野町
●滋賀県草津市
●滋賀県守山市
●滋賀県野洲市
●福井県小浜市
●和歌山県
●和歌山県那智勝浦町

【大学】
●  大阪大学データビリティフ
ロンティア機構

●学校法人昭和大学
●京都芸術大学
●京都薬科大学
●国立大学法人滋賀大学

【企業・団体等】
●イオンタウン株式会社
●医療法人社団洛和会
●大津市老人クラブ連合会
●株式会社ビバ
●株式会社ルネサンス
●  公益社団法人 
京都市児童館学童連盟

●  日本赤十字社 
京都第二赤十字病院

●京都府山科警察署
●  公益財団法人 
滋賀県文化財保護協会

●  公益財団法人 
京都市音楽芸術文化振興
財団（京都市東部文化会館）

●  社会福祉法人大宅福祉会
（おおやけこども園）
●  社会福祉法人京都博愛会
（京都博愛会病院）
●  全国認定こども園協会京
都府支部

●  醍醐中山団地町内連合会
●  日本電気株式会社（NEC）

産学公地域連携
「地域連携型教育プログラム」

実績集

協定締結団体（自治体・企業等）一覧（2012 ～ 2024 年 9 月現在）※五十音順
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京都橘中学校・高等学校の教育

EDUCATION

創立者の建学精神を受け継ぎながら、現在、「自立・共生」を教育理念として常に新たな教育課題に挑

戦し続けています。京都橘は、一人ひとりの個性を最大限に伸長させ、先行き不透明な未来をたくま

しく切り拓き、社会に貢献できる人間性豊かな人材を育成しています。

教育理念「自立・共生」

魅力ある学校づくり「未来プロジェクト」
魅力ある学校づくりをめざし、「ASTM（進学プログラム）」「ICT
教育」「選べる放課後TIME」「探究活動」「グローバル教育」などを
柱に、「未来プロジェクト」を推進中です。生徒の志向に応じ
て放課後や土曜日を有効活用できる自由度の高いカリキュラム
を採用し、生徒や教職員がワクワクする希望を持ちながらチャ
レンジ精神を育める教育を展開しています。

京都橘独自の学習スタイルで、生徒の進路を実現
生活や学習環境、目的設定からその実現へのプロセスなどにつ
いて、教職員が一丸となってサポートする ｢橘メソッド｣ で、生
徒の夢や望む進路の実現を後押ししています。2024年度大学入
試では、京都大、神戸大、北海道大、九州大など国公立大に62
人合格、私立大へは過去最高の1,660人が合格しました。中でも、
関関同立へは215人、産近甲龍へは310人と過去最高の合格者
数となりました。

魅力ある学校づくり「未来プロジェクト」

京都橘独自の学習スタイルで、生徒の進路を実現

生徒全員を、本当に行きたい第一志望校へ

62人 215人 310人 12人

国公立大学 関関同立 産近甲龍 早慶 MARCH

合格 合格 合格 合格

過去
最高

過去
最高

ブログ
「橘の風」

中学デジタル
パンフレット

　高校デジタル
パンフレット

中学校

国公立大学進学中高一貫（Ｖ）コース

高等学校

2025年度から「Ｖαクラス」新設
選抜類型 総合類型
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京都橘中学校・高等学校のクラブ活動

CLUB ACTIVITIES

クラブの活躍はめざましく、全国の大舞台で京都橘旋風

を巻き起こしています。2025年1月1日には本校吹奏

楽部がアメリカ・ローズパレードに出場します。世界中

から選抜されたマーチングバンドのわずか20団体だけ

が参加できる夢の舞台に、2012年、2018年に続き3度

目の出場<日本初>となります。多くの方のご支援に感

謝しつつ、世界に京都橘の音楽と笑顔を届けます。

●�16大会連続23回インターハイ出場
●�2023インターハイでは、4×100ｍ、4×400ｍの両リレー
と400ｍハードルの３種目で日本一、女子トラック２位

●�全日本マーチングコンテスト３年連続金賞
●�２年連続（2022・2023年度）台湾遠征で台湾中を魅了
●�全国各地での公演やメディアへの出演も多数

●�全国高等学校サッカー選手権大会10回出場
●�インターハイ５回出場
●�Ｊリーガー 12人輩出

●�インターハイ27回、春の高校バレー 26回出場
●�2024年全国私立高等学校バレーボール選手権大会�第3位
●�パリオリンピックに卒業生2人出場

陸上競技部

吹奏楽部

男子サッカー部

女子バレーボール部

クラブ活動でも躍進！
全国の大舞台で、世界で、京都橘旋風

©陸上競技マガジン

©月刊バレーボール
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